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○土屋賢治 1)2) 、堀越隆伸 1)2)3) 
浜松医科大学子どものこころの発達研究センター1)、大阪大学大学院
大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発
達学研究科 2) 、群馬大学大学院医学系研究科 3) 
 
【目的】発達早期のパーフルオロ化合物への曝露が児の注意欠如・多動















統計学的解析においては、PFOS および PFOA の臍帯血血清における濃度
と神経発達の予後との関連を検討した。 
【結果】臍帯血血清中 PFOS濃度は神経発達の指標との関連を示さなかっ
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